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第
三
条
第
八
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
の
承
認
を
受
け
て
い
る
」
を
「
の
規
定
に
よ
り
国
税
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
も
っ
て
当
該
国
税
関
係
書
類
の
保
存
に
代
え
て
い
る
」
に
、「
当
該
承
認
を
受
け
て
い

る
」
を
「
当
該
」
に
、「
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
」
を
「
当
該
国
税
関
係
書
類
の
保
存
に
」
に
、「
。
以
下
こ
の
条
」
を
「
。
以
下
第
十
一
項
ま
で
」
に
、「（
以
下
こ
の
条
」
を「（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
」
に
、「
所
轄
税
務
署
長
等
（
法
第

四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
轄
税
務
署
長
等
を
い
う
。
次
項
、
第
五
条
第
三
項
及
び
第
六
条
に
お
い
て
同
じ
」
を
「
納
税
地
等
の
所
轄
税
務
署
長
（
当
該
過
去
分
重
要
書
類
が
、
酒
税
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
九
十
七
号
）
第
五
十

二
条
第
四
項
た
だ
し
書
（
記
帳
義
務
）、
た
ば
こ
税
法
施
行
令
（
昭
和
六
十
年
政
令
第
五
号
）
第
十
七
条
第
五
項
た
だ
し
書
（
記
帳
義
務
）、
揮
発
油
税
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
五
十
七
号
）
第
十
七
条
第
五
項
た
だ
し
書
（
記
帳
義

務
）、
石
油
ガ
ス
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
五
号
）
第
二
十
一
条
第
四
項
た
だ
し
書
（
記
帳
義
務
）
若
し
く
は
石
油
石
炭
税
法
施
行
令
（
昭
和
五
十
三
年
政
令
第
百
三
十
二
号
）
第
二
十
条
第
八
項
た
だ
し
書
（
記
帳
義
務
）
の
書

類
若
し
く
は
輸
入
の
許
可
書
、
消
費
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
大
蔵
省
令
第
五
十
三
号
）
第
二
十
七
条
第
六
項
（
帳
簿
の
記
載
事
項
等
）
の
書
類
若
し
く
は
輸
入
の
許
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
又
は
国
際
観
光
旅
客
税
法
施
行

令
（
平
成
三
十
年
政
令
第
百
六
十
一
号
）
第
七
条
た
だ
し
書
（
同
条
の
国
外
事
業
者
に
係
る
部
分
に
限
る
。）（
記
帳
義
務
）
に
規
定
す
る
旅
客
名
簿
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
納
税
地
等
の
所
轄
税
関
長
。
次
項
に
お
い
て
「
所
轄
税
務
署
長

等
」
と
い
う
」
に
、「
第
五
項
第
一
号
及
び
第
四
号
（
同
号
イ
及
び
ハ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
を
「
第
六
項
第
一
号
」
に
、「
読
み
取
る
際
に
（
当
該
国
税
関
係
書
類
の
作
成
又
は
受
領
を
す
る
者
が
当
該
国
税
関
係
書
類
を
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
取

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
作
成
又
は
受
領
後
そ
の
者
が
署
名
し
た
当
該
国
税
関
係
書
類
に
つ
い
て
特
に
速
や
か
に
）」を
「
の
作
成
又
は
受
領
後
、
速
や
か
に
」
に
、「
読
み
取
る
際
に
」
と
、」を
「
を
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
取
る
際
に
、」と
、「
こ
と

（
当
該
国
税
関
係
書
類
の
作
成
又
は
受
領
か
ら
当
該
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
を
付
す
ま
で
の
各
事
務
の
処
理
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
業
務
の
処
理
に
係
る
通
常
の
期
間
を
経
過
し
た
後
、
速
や
か
に
当
該
記
録
事
項

に
当
該
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
を
付
す
こ
と
）」と
あ
る
の
は
「
こ
と
」
と
、」に
改
め
、「
と
、
同
項
第
四
号
中
「
の
作
成
又
は
受
領
か
ら
当
該
国
税
関
係
書
類
に
係
る
記
録
事
項
の
入
力
ま
で
の
各
事
務
」
と
あ
る
の
は
「
に
係
る
記
録
事
項
の
入
力
に

関
す
る
事
務
」
と
、「
当
該
各
事
務
を
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
事
務
を
」
と
、
同
号
ロ
中
「
当
該
各
事
務
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
事
務
」
と
、「
定
期
的
な
検
査
」
と
あ
る
の
は
「
検
査
」」を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
、
第
五
条
第
一
項
第
一
号
並

び
に
第
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
第
一
号
」
を
「
及
び
第
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
の
承
認
を
受
け
て
い
る
」
を
「
の
規
定
に
よ
り
国
税
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記

録
の
保
存
を
も
っ
て
当
該
国
税
関
係
書
類
の
保
存
に
代
え
よ
う
と
す
る
」
に
、「
当
該
承
認
を
受
け
て
い
る
」
を
「
当
該
」
に
、「
次
項
」
を
「
第
九
項
」
に
、「
、
第
二
号
ハ
」
を
「
及
び
第
二
号
ハ
」
に
改
め
、「
及
び
第
四
号
」
を
削
り
、「
同
項
第

二
号
イ

」
を
「
同
号
イ

」
に
、「（
当
該
国
税
関
係
書
類
の
作
成
又
は
受
領
を
す
る
者
が
当
該
国
税
関
係
書
類
を
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
取
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
作
成
又
は
受
領
後
そ
の
者
が
署
名
し
た
当
該
国
税
関
係
書
類
に
つ
い
て
特

に
速
や
か
に
）」を
「
又
は
受
領
後
、
速
や
か
に
」
に
、「
、
又
は
当
該
国
税
関
係
書
類
の
作
成
若
し
く
は
受
領
を
す
る
者
が
当
該
国
税
関
係
書
類
を
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
取
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
作
成
若
し
く
は
受
領
後
そ
の
者
が
署
名
し
た
当
該

国
税
関
係
書
類
に
つ
い
て
特
に
速
や
か
に
」
を
「
若
し
く
は
受
領
後
速
や
か
に
、
又
は
当
該
国
税
関
係
書
類
を
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
取
る
際
に
、」に
、「
同
項
第
六
号
」
を「「
、
速
や
か
に
当
該
」
と
あ
る
の
は
「
速
や
か
に
、
又
は
当
該
国
税
関
係

書
類
を
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
取
る
際
に
、
当
該
」
と
、
同
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

法
第
四
条
第
三
項
の
保
存
義
務
者
が
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
同
項
前
段
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
同
項
前
段
の
国
税
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
に
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
事
情
が
生
じ
な
か
っ
た
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
当
該

電
磁
的
記
録
の
保
存
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
三
条
第
五
項
中
「
承
認
を
受
け
て
い
る
保
存
義
務
者
は
」
を
「
規
定
に
よ
り
国
税
関
係
書
類
（
同
項
に
規
定
す
る
国
税
関
係
書
類
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
も
っ
て
当
該
国
税
関
係
書
類
の

保
存
に
代
え
よ
う
と
す
る
保
存
義
務
者
は
」
に
、「
に
従
っ
て
当
該
承
認
を
受
け
て
い
る
国
税
関
係
書
類
に
係
る
」
を「（
当
該
保
存
義
務
者
が
国
税
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
当
該
電
磁
的
記
録
の
提
示
又
は
提
出
の
要
求
に
応
じ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
場
合
に
は
、
第
六
号
（
ロ
及
び
ハ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
掲
げ
る
要
件
を
除
く
。）に
従
っ
て
当
該
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
、
次
に
掲
げ
る
要
件
」
の
下
に「（
当
該
保
存
義
務
者
が
同
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る

方
法
に
よ
り
当
該
国
税
関
係
書
類
に
係
る
記
録
事
項
を
入
力
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ロ
に
掲
げ
る
要
件
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
号
ロ
中
「
を
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
取
る
際
に
（
当
該
国
税
関
係
書
類
の
作
成

又
は
受
領
を
す
る
者
が
当
該
国
税
関
係
書
類
を
ス
キ
ャ
ナ
で
読
み
取
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
作
成
又
は
受
領
後
そ
の
者
が
署
名
し
た
当
該
国
税
関
係
書
類
に
つ
い
て
特
に
速
や
か
に
）、」
を
「
の
作
成
又
は
受
領
後
、
速
や
か
に
」
に
、「
第

八
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
以
下
こ
の
号
並
び
に
第
四
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、「
付
す
こ
と
」
の
下
に「（
当
該
国
税
関
係
書
類
の
作
成
又
は
受
領
か
ら
当
該
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
を
付
す
ま
で
の
各
事
務
の
処
理
に
関
す
る
規
程
を
定
め
て
い

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
業
務
の
処
理
に
係
る
通
常
の
期
間
を
経
過
し
た
後
、
速
や
か
に
当
該
記
録
事
項
に
当
該
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
を
付
す
こ
と
）」を
加
え
、
同
号
ロ

中「（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）」を
削
り
、「
い
う
」
の
下
に

「
。
第
五
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加
え
、
同
号
ニ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ニ

当
該
国
税
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
記
録
事
項
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
電
子
計
算
機
処
理
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
。

当
該
国
税
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
記
録
事
項
に
つ
い
て
訂
正
又
は
削
除
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
事
実
及
び
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

当
該
国
税
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
記
録
事
項
に
つ
い
て
訂
正
又
は
削
除
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

第
三
条
第
五
項
第
四
号
を
削
り
、
同
項
第
五
号
中
「
関
連
す
る
」
を
「
関
連
す
る
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
」
に
、「
又
は
第
五
条
第
一
項
」
を
「
の
規
定
に
よ
り
当
該
国
税
関
係
帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
備
付
け
及
び
保
存
を
も
っ

て
当
該
国
税
関
係
帳
簿
の
備
付
け
及
び
保
存
に
代
え
ら
れ
て
い
る
も
の
又
は
法
第
五
条
第
一
項
」
に
、「
承
認
を
受
け
て
い
る
」
を
「
規
定
に
よ
り
当
該
電
磁
的
記
録
の
備
付
け
及
び
当
該
電
磁
的
記
録
の
電
子
計
算
機
出
力
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

に
よ
る
保
存
を
も
っ
て
当
該
国
税
関
係
帳
簿
の
備
付
け
及
び
保
存
に
代
え
ら
れ
て
い
る
」
に
、「
国
税
関
係
帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記
録
又
は
」
を
「
電
磁
的
記
録
又
は
当
該
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
六
号
を
同
項
第
五
号

と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

当
該
国
税
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
記
録
事
項
の
検
索
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
能
（
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
に
限
る
。）を
確
保
し
て
お
く
こ
と
。

イ

取
引
年
月
日
そ
の
他
の
日
付
、
取
引
金
額
及
び
取
引
先
（
ロ
及
び
ハ
に
お
い
て
「
記
録
項
目
」
と
い
う
。）を
検
索
の
条
件
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ロ

日
付
又
は
金
額
に
係
る
記
録
項
目
に
つ
い
て
は
、
そ
の
範
囲
を
指
定
し
て
条
件
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

ハ

二
以
上
の
任
意
の
記
録
項
目
を
組
み
合
わ
せ
て
条
件
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

第
三
条
第
五
項
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七

第
二
項
第
一
号
の
規
定
は
、法
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
国
税
関
係
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
も
っ
て
当
該
国
税
関
係
書
類
の
保
存
に
代
え
よ
う
と
す
る
保
存
義
務
者
の
当
該
電
磁
的
記
録
の
保
存
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
規
定
は
、
法
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
税
関
係
書
類
（
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
国
税
関
係
書
類
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
も
っ
て
当
該
国
税
関
係
書
類
の
保
存
に
代
え
よ
う
と
す
る
保

存
義
務
者
の
当
該
電
磁
的
記
録
の
保
存
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
第
五
条
第
五
項
第
一
号
に
定
め
る
要
件
に
従
っ
て
当
該
電
磁
的
記
録
の
備
付
け
及
び
」
と
あ
る
の
は
、「
当
該
電
磁
的
記
録
の
記
録
事
項
の
検

索
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
能
（
取
引
年
月
日
そ
の
他
の
日
付
を
検
索
の
条
件
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
及
び
そ
の
範
囲
を
指
定
し
て
条
件
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。）を
確
保
し
て
当
該
電
磁
的
記
録
の
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。


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